


リスクアセスメント勉強会
（講義資料）





平成２９年８月２５日
日本ＬＰガス団体協議会

リスクアセスメントの基礎知識

· そもそも、リスクアセスメントとは何か？
· 辞書を引くと、リスク（Ｒｉｓｋ）：損失（危害、不利、破滅）の可能性。
アセスメント（Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）：評価、査定と記載されています。
つまり、発生するリスクの可能性、程度を評価、査定し、リスクがあれば、安全に作業ができるように対策を講じることを意味します。

· なぜリスクアセスメントを実施するのか？
· 液化石油ガスの安全データシートの有害危険性情報を確認して下さい。液化石油ガスは極めて引火性・可燃性の高いガスであり、熱すると爆発の恐れがあり、皮膚に接触すると凍傷になる恐れがあります。また、ガスを吸入すると眠気又はめまい、心臓への障害を起こす恐れがあります。
このように液化石油ガスは非常に危険・有害性の高い物質であり、液化石油ガスを取扱う作業は非常にリスクの高い作業となります。
従って、液化石油ガスを取扱う作業では事前にリスクアセスメントを実施し作業に潜在するリスクの可能性・程度を評価し、十分な安全対策を講じ作業をすることが必要です。
· また、液化石油ガス容器の移動、運搬の際に容器が転倒し怪我をするリスクが十分考えられ、リスクアセスメントの実施が必要です。
· さらに、平成２８年６月１日の労働安全衛生法の改正で、ＬＰガスの成分　である、「ブタン」及び「ペンタン」が危険有害性物質に指定され、これらを１ｗｔ％以上含有しているＬＰガスを取り扱う事業所では、リスクアセスメントの実施が義務付けられました。（尚、平成２９年３月１日より、エチレン、ブチレン、プロピレンも危険有害性物質に指定されました）
· いつリスクアセスメントを実施するのか？
· 法的義務
· ＬＰガスを原材料などとして新規に採用したり、変更したりするとき
· ＬＰガスの取り扱い方法や、手順を新規に採用したり、変更した場合
· ＬＰガスの危険性、又は有害性などに変化が生じたか、生じるおそれがあるとき
　　　　　　　　　　　　　　　　↓
つまり、作業に変化が発生したらリスクアセスメントを実施する。

· いつリスクアセスメントを実施するのか？
· 指針による努力義務（＊１）
· 労働災害発生時
· 過去のリスクアセスメント以降、リスクの状況に変化があったとき
· 過去にリスクアセスメントを実施したことがないとき（＊２）

　　（＊１）事業所への労働基準監督署の立ち入り調査の際に、指針による努力義務が実施されていない事が判明すれば、改善指導の対象となる。
　　（＊２）過去にリスクアセスメントを実施していない事業所では、ＬＰガスを取り扱う作業についてのリスクアセスメントを早期に実施する必要がある。
















· どのような流れでリスクアセスメントを実施するのか？
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リスクアセスメントの実施記録は必ずファイルし保管する事 !!
· ＬＰガスの有害性

· ＬＰガス成分の有害性（ばく露許容濃度*1）は？
· 日本産業衛生学会				
プロパン				：設定されていない
ノルマルブタン			：500 ppm(*2)
イソブタン				：500 ppm(*2)
ノルマルペンタン		：300 ppm(*2)
イソペンタン			：設定されていない
エチレン				：設定されていない
プロピレン				：設定されていない
１‐ブチレン			：設定されていない
２‐ブチレン			：設定されていない
イソブチレン			：設定されていない
(*1) 労働者が1日8時間、週40時間程度、肉体的に激しくない（呼吸が上がらない）程度の労働強度で有害物質にばく露する場合に、平均ばく露濃度がこの数値以下であれば、ほとんど全ての労働者に健康上の悪い影響が見られないと判断される濃度。
 (*2)1日のばく露平均濃度がこの値を超えてはならない。
· ＬＰガスの成分の有害性（ばく露許容濃度）は？

· 米国産業衛生協議会			
プロパン				：設定されていない
ノルマルブタン			：1000 ppm(*1)
イソブタン				：1000 ppm(*1)
ノルマルペンタン		：1000 ppm(*2)
イソペンタン			：1000 ppm(*2)
エチレン				： 200 ppm(*2)
プロピレン				： 500 ppm(*2)
１‐ブチレン			： 250 ppm(*2)
２‐ブチレン			： 250 ppm(*2)
イソブチレン			： 250 ppm(*2)

(*1)いかなる１５分間のばく露濃度の平均値もこの値を超えてはならない。
(*2)1日のばく露平均濃度がこの値を超えてはならない。


· 作業員へのLPガスばく露濃度の測定
· 検知管を用いておこなう
以下の検知管を使用すると、有害性物質の濃度が測定できます。
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· 測定場所
作業員と接触する可能性があるので、作業員の近くで測定しない。作業員の呼吸域で測定すればよい。


· リスクの見積り
· リスクとは何か？
リスクとは、労働災害や健康障害が発生する確率（可能性）と発生する労働災害や健
康障害の重篤度（災害や障害の程度）を掛けたもの。
「リスク＝災害や障害が発生する確率Ｘ災害や障害の重篤度」、従って、災害や障
害が発生する確率が高くても、重篤度が低い場合はリスクは低くなり、同様に災害
や障害の重篤度が高くても発生する確率が低ければ、リスクは低くなります。

· リスクの見積り方法は？
⇒リスクマトリックスシートを使用します。
· 危険性：リスクマトリックス法で見積ります。
　　　　　有害性：ばく露濃度を測定します。
· リスクマトリックス法はリスクの見積りに広く採用されている容易な方法。
· 労働災害や健康障害が発生する可能性と、発生する労働災害や健康障害の重篤度を尺度化し、マトリックスの縦軸、横軸に割り付けてリスクを見積る方法です
リスクマトリックスシート
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· リスクマトリックス法でのリスクの見積り方法は？
· 想定されるリスクシナリオを作成します。（写真を参照ください）
· 労働災害や健康障害の発生確率と労働災害や健康障害の重篤度を決定します。
· 潜在するリスクの程度を見積り、マトリックス上に「Ｘ」印を付ける。
：高リスク⇒直ちに解決すべき重大なリスク　　

：	：中リスク⇒速やかに低減措置が必要なリスク
		：低リスク⇒必要に応じて低減措置が必要なリスク
· リスクの低減策の検討を行います。
リスクの低減策には次の二つの方法が有ります。
· 予防措置：事故の発生確率を低減させる措置
⇒風通しのよい場所、風上での作業。防爆ファンを利用した強制換気。
· 軽減措置：発生した事故の重篤度を軽減させる措置
⇒ＳＤＳ記載内容の十分な理解。保護具の着用。救急箱、防災資機材の整備。

· 低減策実施後のリスクの推定
⇒リスク低減措置を行った後の事故の発生確率と重篤性を推測し、マトリックス上に
「〇」印を付ける。
　　 ⇒低減措置実施後のリスクが緑（低リスク）となっていれば合格とする

· リスクアセスメント実施後の対応は？
· 事業所の責任者は関係者にリスクアセスメントの実施結果を通知する
· 特定した危険性又は有害性、潜在するリスクの程度、必要な低減措置等
· 作業場への掲示、書面による通知、社内会議、研修、教育の場での周知
· フォローアップと記録
· 周知、教育を行った場合は、その内容を記録し、紙または電子媒体で保存する。
· 責任者は、リスク低減措置が反映されているかを定期的に確認する。
· リスクアセスメントは一度だけでなく、定期的に実施する事も大切。
[image: ]リスクアセスメント実施例

[image: ]
[image: ]
12

image3.emf
(タイトル)

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

【リスクシナリオの作成】

【潜在するリスクの見積り】

0ⅠⅡⅢⅣ

【潜在するリスクの程度】

【リスクの低減措置】

Ⅰ：軽微（医者による治療）

【リスク低減策実施後に存在するリスク】Ⅱ：中程度（通院治療）

Ⅲ：重大（重傷、入院治療）

Ⅳ：致命的（死亡）

（火災・爆発）

【リスクアセスメント結果の関係者への周知】
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Ⅳ：致命的（１０,０００千円以上の損害）



【事故の重篤度】

（人身事故）

０：無傷又は救急箱で対応

０：損害なし。

Ⅰ：軽微（～１００千程度の損害）

Ⅱ：中程度（１００～１,０００千程度の損害）

【事故の発生確率】

０：考えられない

１：まず起こり得ない（１０年に１回程度の発生が考えられる）

２：起こりそうにない（数年に１回程度の発生が考えられる）

３：時々発生する（１年に１回程度の発生が考えられる）

事

故

の

発

生

確

率



４：しばしば発生する（１月に１回程度の発生が考えられる）

0



事故の重篤度

Ⅲ：重大（１,０００～１０,０００千円程度の損害）
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(リスクアセスメント実施例－２)

【作業の区分：小型容器への充填作業】

【想定されるリスクシナリオ】

（１）充填所の作業員が小型容器に手動で液化石油ガスの充填作業をしている。

（２）充填作業時は皮手袋を着用することが作業マニュアルで定められているが

夏季で気温が３０度を超えて暑いため、作業員は皮手袋を着用せず軍手

で作業する。

（３）充填作業時に作業ミスで液化石油ガスが手指にかかり、医師の診断を受けた

結果凍傷となり、通院治療となる。

【潜在するリスクの見積り】

（１）事故の発生確率：３（１年に１回程度発生）

（２）事故の重篤度：Ⅱ（通院治療）

（３）該当するリスクに「Ｘ」印を記入する

【潜在するリスクの程度】0ⅠⅡⅢⅣ

今回の場合は、黄色（中リスク）なので速やかに低減措置を講ずることが必要となる。

【リスクの低減措置】

リスクアセスメント実施により、予防策として以下が提案された。

（１）毎日の作業開始前のミーティングで充填作業時には必ず皮手袋を着用することを

　　 確認する。

（２）作業時に作業員同士が皮手袋を着用しているか確認し、全員が皮手袋を着用し

作業をする。

（３）保安統括者または保安係員が作業場所を巡回し、皮手袋の着用を確認する。

【リスク低減策実施後に存在するリスク】

（１）事故の発生確率：０（考えられない）⇒事故の発生確率が３から０に低減Ⅰ：軽微（医者による治療）

（２）事故の重篤度：Ⅱ（通院治療）Ⅱ：中程度（通院治療）

予防策を講じたことから充填作業に存在するリスクは「中リスク」から「低リスク」Ⅲ：重大（重傷、入院治療）

になった。Ⅳ：致命的（死亡）

（火災・爆発）

【リスクアセスメント結果の関係者への周知】

安全衛生委員会でリスクアセスメントの結果を所員に周知し、リスクの低減措置を実施

するよう、関係者に指示した。保安係員が現場を巡回する際は、作業者が皮手袋を着用

している事の確認を必ず実施する事を重ねて指示した。
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３：時々発生する（１年に１回程度の発生が考えられる）

0



〇



事故の重篤度

【事故の発生確率】

０：考えられない

１：まず起こり得ない（１０年に１回程度の発生が考えられる）

２：起こりそうにない（数年に１回程度の発生が考えられる）
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Ⅱ：中程度（１００～１,０００千程度の損害）

Ⅲ：重大（１,０００～１０,０００千円程度の損害）

Ⅳ：致命的（１０,０００千円以上の損害）

４：しばしば発生する（１月に１回程度の発生が考えられる）

【事故の重篤度】

（人身事故）

０：無傷又は救急箱で対応

０：損害なし。

Ⅰ：軽微（～１００千程度の損害）
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(リスクアセスメント実施例－７)

【オートガススタンドでの充填作業中でのブタンの暴露】

【リスクシナリオの作成】

オートガススタンドでの充填作業で、作業員がＬＰガス充填用カップリングを取外す際に

若干漏えいするＬＰガスに暴露・吸引し、健康上の被害を受ける。

【潜在するリスクの見積り】

添付写真に示す通り、オートガススタンドの充填作業中の作業員のブタン・ペンタン

の環境濃度を測定した。

【潜在するリスクの程度】

充填作業中のブタンおよびペンタンの測定濃度は０ppm（変色なし）であり、

ブタンの許容濃度５００volppm、ペンタンの許容濃度３００volppmを下回っている。

従って、作業員が１日８時間、週４０時間程度この作業環境で働いても、作業員の

健康に悪影響を及ぼさないと判断される。

【リスク低減措置の内容検討】

オートガススタンドの充填作業には、暴露による作業員への健康被害のリスクは

考えられずリスク低減措置は不要。

【低減措置の実施と結果の関係者への周知】

保安教育実施の機会にリスクアセスメントの結果を所員に周知した。
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①ＬＰガスの危険性または有害性の特定 

・ＳＤＳなどを用い、危険性や有害性を特定する。  

  

  ②特定された危険性または有害性によるリスクの見積り  

・危険性：リスクマトリクス法によりリスクを見積る 

・有害性：ばく露濃度を測定する 

 

  ③リスクの見積りに基づくリスク低減措置内容の検討 

   ・発生確率を下げる、あるいは事が起きた際の重篤度を 低減させる 

    方法を検討する 

 

  ④リスク低減措置の実施 

   ・設備、装置の改造や手順変更、教育訓練による対応を実施する  

 

  ⑤リスクアセスメント実施結果の関係者への周知 

   ・リスクアセスメント実施結果を作業場へ掲示、書面交付、研修会  

    などで関係者に周知する 

 

リスクアセスメント 
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